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濟
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濟
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又
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。
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論
，此
時
期
以
前
に
於
て
其
處
に
は
全
然
企
業
家
.又
た
は
資
本
家
な
る
も
の
が
存
在
せ
ざ 

タ
し
こ
ビ
を
意
味
ず
る
も
の
で
な
い
。
例
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グ
大
帝
ざ
同
時
代
に
輩
出
•し
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ラ
ン
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ユ
ダ
へ
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の
如
其
他
、タ
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ベ
ッ
ク
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物
が
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れ
も
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が
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格
を
有
す
る
も
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で
あ
る
。
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に
於
て
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中
世
の
企
業
家
を
以
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日
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迎
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築
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け
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做
ず
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は
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能
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あ
る
。
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他
、同
：時代
の
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地
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な
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な
る
も

.
0

は
火
災
、

戰
爭
、凶
歲

，0

如
き
場

合
に

多
く
見
し
も
の
に
し
て
之
れ

を

以
て
資
本
主

.
 

... 

■ 

. 

; 

■ 

■ 

■ 

•
: 

. 

.

.

. 

.

義
，的
：與

動

の

存

せ

し

も

の

ビ

見

做

す

を

得

/ざ
る
：の
で
あ
る
。
，要
す
る
に
中
世
の
‘初
期
は
殆
ん 

ど

資

本

の

勢

力

を
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.
せ

し
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代

に
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彼
の
富
有
な
る
地
主
？
修
道
院
ビ
に
集
積
せ
ら
れ 

し
'財
産
は
企
業
的
に
は
何
等
の
要
を
な
さ
や
し
て
殊
に
大
地
主
の
'如
き
は
小
作
人
ょ
タ
集
め

ル
收
，入
を
以
て
紀
念
碑
の
建
立
、美
：術
品
其
他
貴
重
品
の
購
入
に
費
し
た
の
で
あ
る
■が
斯
く
の
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察
せ
し
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合
に
は
或
は
必
耍
な
も
：ん
も
之
れ
を
雜
濟
的
方
而
ょ 

K
V 
0
.
察
ず
る
時
は
殆
ん
ど
何
等
め
用
を
な
さ
な
か

ク

た
の
で
あ
る
。
何
ん
ご
な
れ
ぱ
彼
等
の 

財
産
は
商
人
の
手
に
：，渡

る

こ

，と
な
く
隨
ウ
て
商
業
：上
め
，活
動
を
助
長
す
る
要
素
と
な

-

C
V

得
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か
の

.
ね
の
で
あ
る

\

然
る
に
千
世
紀
末
か
ら
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V

世
紀
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か
け
て
商
業
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は
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と
L

て
以
ホ
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及
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I

デ
て
フ
ン
ト
方
面
に
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生
す

'
る
に
度
り
た
の
で
あ
る
。
即
ち
前

.者
に
，
 

♦

ジ
て
括
動
の
中
心
を
な
せ
し
も
の
は
グ
チ
ユ

V

ピ
.
.サ
、ギ
ノ
ダ
ー
等
で
是
等
の
，都
市
は
媒
ら
東
難

S
t

帝
國
及
向
激
國
を

.

W
落
ご
し
て
沿
岸
貿
易
に
從
事
し
、其
取
引
狀
態
ば
絕
.え
ず
墙
加
し
發
遂 

し
お
の
で
あ
る
、後
者
は
ズ

i

 
I

ジ
對
英
嫩
^̂
部
ー
獨
逸
地
方
及
ス
力
ン
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ナ
ヴ
ィ
ヤ
方
面
で
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み
が
取
引
狀
態
，は
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初
期
に
於
て
は
尙
ほ
沿
岸
方
面
に
限
ら
れ
レ
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漸
次
内
地
方
面
に
®
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ニ
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紀
の
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於
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あ
る
。
例
者
、千
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年
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ン
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瓜
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〈

商
人
は
ア
グ
フ
ス
を
越
え
て
シ
ヤ
ン
パ

I

 

ュ
及
ネ

I

、デル
ラ
ン 

ト
方
面
に
现
は
'れ
レ
が
如
き
で
あ
る
、又
、商
業
上
、發

.達
せ
し
都
市
に

.
は
漸
次
地
方
ょ

b

農
民
の 

移
：住
を
見
る
に
辛

V

、而
し
て
是
等
移
住
者
中
ょ

b

當
時
の
商
業
界
に
於
け
る
水
先
案
内
昔
ぬ

る
人
物
が
輩
出
レ
カ
の
で
あ
る
。
：例
者
、フ
ン
チ
ェ
ル
の
ゴ
ッ
ト
リ
ッ
ク
は
之
れ
が
典
型
的
人
物
で
唆

■■
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■
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は
タ
ン
.力
ル
シ
シ
ヤ
イ
ヤ

1

の
憐
む
可

<
n
；

1

農
段
に
過
ぎ
な
か
ウ
カ
の

.
で
あ
る
が
其
後
"商
業

.

.

.

.

.

.
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.
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に
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し
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.
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富
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に
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で
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？
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す
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：
る

に

十

一
一
世紀の末勘の歐洲都市の人

.

0
は
比
較
的
少
く

 

0
C

だ
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.の
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を
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む
る

.
處
の
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、比
較
的
多
く
の
商
人
を
吸
收
し
☆
の
で
あ

る
、而
し
て
當
時
に
於
け
る
都
市
は
エ

.：業
，ょ
ム
も
力
を
商
業
に
注
ぎ
し
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で
市
内
に
手
工
業

者
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を
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商
品
は
衣
料
の
如
き
も
の
で
、之
れ
も
都
市
其
生
産
に
あ
ら
や
し
て
地
方
の
産
物
で
あ
つ
た
の 

で
あ
る
。
次
ぎ
に
十
三
世
紀
は
西
部
歐
洲
方
面
に
あ
ウ
て
は

4̂

小
都
ポ
の
厳
雄
せ
し
時
代
で 

，市

其
蒸
に

‘於
け
る
：，

富
，の
，举
傅
れ

 

次
工
業
化
す
る
に 

至
；ウ

だ

の
セ
あ
る
。

加
，
ふ
る
に
，

S

圓
の
：荒
廢
は
地
方
じ
住
せ
，し
手
工
業
者
を
し
て
市

€
:

に
入

ら
じ
め
彼
等
の
多
く
：は
其
附
近
地

.方
に

®
:
:
^
レ
豊
富
な
る
原
料
に
加
工
し
，て
技
に
特
殊
的

H

: 

■

,
.

.

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

業
の
錢
達
例
者
織
物
業
又
た
は
金
屬

H

紫
の
如
き
も
の
、
職
達
を
可
能
な
ら
し
む
る
に
至
り

を
の

-で
あ
る
。
而
し
て
此
時
代
の
都
市

i
i

は
自
、か
ら
大
都
市
と
地
方
的
都
市

V

が
存
し
て
居

- 

.

.

.

.. 

- 

- 

■ 

, 

:
 

: 

.

.

.

.

.
 

: 

.

.

.

た
の
で
あ
る
。
即
ち
前
者
に
あ
つ
て
は
旣

に
：
輸
出
向
エ
業
に
見
る
可
き
も
の
あ
ゎ
て
例
き
ス 

ラ
ン
：ダ

I

及
以
太
利
地
方
に
於
け
る
織
物
業
：の
如

く

、

是
等
は
單
に
地
方
的
市
場
を
目
的
と
せ 

み
ぐ
の
で
な
く
て
寧
ろ
：歐

'洲
其
若
の
市
場
を
目
的
ざ
し
た

のP

あ
る
。
，
其

他

以

利

、與
國
、伽 

圃
殊
に
北
部
獨
逸
の
都
市
の
如
き
は
全
ぐ
海
迷
業
に
從
事
し
力
の
で
，あ
る
。
次
ぎ
に
地
方
的 

郁
市
は
地
.方
的
ま
通
を
以
て
滿
足
せ
し
も
の
で
彼
等
の
生
産
物
は
多
ズ
市
內
及
其
附
近
地
力 

，に
仕
，
向
け
ら
れ
，し7. 0

共
に

1

方
に
.は 
'其
附
近
め
地
ょ
、り
貧
料
品
の
供
給
を
受
け
し
も
の
で
あ 

む
。：而
し
て
斯
く
の
如
き
都
市
の
特
徵
と
じ
て
は
生
邀
者
と
消
費
者
と
の
直
接
的
交
換
、其
地

h
i

方
的
市
欺
に
外
國
商
人
め
入
る
を
好
ま
ざ

V

し

こ

^̂」

、商
エ
業
上
に
纖
多
の
制
限
的
规
足
の
存 

せ
し

.こ

，じ

資
本
主
義
に
反
對
ず
る
倾
向

'換
言
す
れ
ば
ネ
な
る
事
業
、資
力
大
な
る
商
人
の
存
せ
，
 

ざ
ら
し
こ
ご
で
あ
る
。
然
か
も
是
等
，の
地
方
的
都
市
も
經
濟
的
傻
违
に

C
V

れ
て
漸
次
國
際
化
，
 

し
市
：
s

k

於
け
る
有
産
階
級
も
之
れ
に
比
例
，し
：て
增
加
す
る
に
至
ク
た
の
で
あ
る
"
而
し
て 

斯
く
の
如
き
倾
向
の
最
も
大
な

.ふ
に
，：
#

つ
た
の
は
十
五
世
紀
で
あ
る
、抑
も
此
時
代
に
於
け
る 

有

靡

階

級

潜

加

，の

第

：

i
,

源
因
は
略
ぱ
千
四
百
年
前
後
よ

b

發
達
せ
，る

一

般
の
需
耍
額
で
あ

.
る( 

即
ち
！此
點
に
關
し
て
シ
ュ
を
ラ
し
が
其
傑
著

-
ス
ト
ラ
ス
プ
ダ
グ
の
織

E

組
合

」

に
記
せ
る
中 

，毛
輸
出
，の
播
加
は
之
れ
が
全
，爽

品

の

®

入
を

.相
匹
敵
し
、千
旧
百

J

年
、千
四
百
六
十
一
年
、千

H

 

，百
七
十
七
年
の
ス
ト

.ラ
ス
プ
ル

グ

の
商
ね
條
例
の

一

部
は
的
確
に
奢
侈
的
倾
向
の
培
加
、说
近 

の
地

.方
よ
タ
齋
ら
，さ
；る

V

優
度
：品
や
普
通
品
の
社
入
の
增
加
を
意
味
し
千
四
西
一
年
に
は

I

単
 

R

1

糊
の
鍋
織
物
の
み
な
み
し
：が
千
四
百
七
十
七
ギ
に
は

A

種
乃
策
九
種
の
鍋
織
物

K
 

®
別 

せ
.ド
れ
、千

四

百

T

年
に
は
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
グ
の
織
物
を
供
給
す
る
地
方
は
獨
逸
に
て
六
個
所 

乃
至
八
個
あ

b

し
か
千
百
七
十
七
年
に
は
ラ
ィ
ン
廣
の
織
物
の
み
に
て
ニ
十
二
视

E

別 

せ
ら
れ
、ユ

j

デ
ル
ラ
ィ
ン
、

t
:

グ
デ
プ
グ
ダ
、シ
ュ
プ
，

ベ
ン

"
端
西
よ

-

^
羊
毛
は

；
^

ト
ラ

？
^

プ
ル
グ 

第十

r
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S

號
ニ
ニ

ハ 

:
®

市
"
場
に

0
ら

さ
；れ
，ク

レ

ミ
ン
及
プ
ラ
ぺ
ン
ト
方
面
の
織

物
'
は

佛

，英

、
以
諸

國

の

-麓ビ

相

典

. 

■ 

, 

■■ 

I 

. 

.... 

. 

. 
'
 
•:

，输：入
せ
も

'れ
英
，仏

.英

.
國
.歡
.
の
.
苹
毛
、
.ラ
ィ

.ム
ス
、
.キ
ョ
ル
ン
、キ
.

ダ

ス
，ダ
.

ト
の
燃

‘
糸
、マ
ィ
ラ

' 

ン
ト
、方
面

- 

:

の
ま
花
等
は
非
常
な

' 

る
®

氣
を
呈
し
殆
ん
ど
千
五
百
ギ
に

'
ま
'る
迄
商
業
は
非
常
な
る
膨
服
を 

遂
げ
ぬ
の
で
あ
る

」
2
1次
ぎ
に
第
：1

1

の
源
 

て
又
力
主

-

し
て
以
オ
利
人
に
よ

.

CS 

て
.營
.
ま
れ
金
融
事
業
が
各
方
面
に
數
達
レ
：殊
に
南
.部
獨
逸
に
於
い
て
は
貨
物
取
引
よ
り
ふ 

大
明
貸
を
撰
ぶ

U

至

，つ

ね

こ
W

で
あ
る

C 

.
{
I
s
更
'
に
第
ニ

j

の
源
因
は
十
五
世
紀
の
.中
勘
以
來
主 

W
し

：：

て
獨
逸
方
面
に
：於
け
る
纖
山
事
業
の
利

s

'
が
著
，し
く
潘
加
一
す
る
に
亜
る
共
に
有
産
階 

0 

®

上

^
0 
&

せ
ら
る
、
に
至
つ
ぬ
二

 
V
J

で
あ
る

。
.
，而
し

V

 

,是
等
の
階
級
に
於
け
る
資
産
を
：
 

構
成
せ
し
原
始
的
形
態

.
に
就
き
て
：は
今
日
ぽ
學
者
：の
考
察
せ

.
し

處

，
に

は

，
凡

三

個

の

主

要

な
 

る
：説
が
布
す
る
の
で
あ
る
。，

，即

ち

第

1
:

說
は
商
業

.的
集
稽
地
で
第
：ニ
は
吾
人

，0

商
行
爲
を
離
，
 

れ
て
：之
れ
セ
都
市
：の
內
外
に
於
け
る
地
代
に
め
ん
ど
す
る
地
代
說
で
第
三
は
以
上
兩
卷
の 

r

我
説
と
見
る
可
き
も
の
で
あ
る

0

:
第
！說
の
代
表
者
は
白
耳
義
の
史
家
ピ
レ
ン
ヌ
で
彼
の 

云
ふ
處
，に
よ
れ
ぱ
十

1
、

十
こ
兩
世
紀
に
於
け
る
巡
间
的
商
業
に
よ
つ
て
柴
棺
せ
ら
れ
レ
資
産 

W

其
後
灘
？

^

れ
土
驰
經
營
に
放
下
せ
ら
れ
，十二

1

世
紀
に
は
地
主
的
豪
族
(
v
e
r
i
,

 

H
e
r
e
d
l
t
a
r
r
v

 D
i
-

vilei, 

m
a
j
o
r
e
s
)

の
階
級
を
晃
る
に
至
タ
の
で
あ
る
。
而
し
て
都
市
に
於
け
る
人
々
の
窗

s

ル 

地
代

©

騰
贵
ビ
な

.

.
、彼
等
を
し
て
益
々
富
ま
し
む
る
に
至
タ
し
か
ば
其
®
先
は
商
業
を
營
み 

し
に
不
軒
彼
等
は
商
業
其
激
よ
遠
ざ

か

ウ
て

W

ら

土

地

收

ズ

に

よ

ジ

て

有

裕

な

る

^

、活

を
 

な
レ
彼
等
の
或
激
は
，王
侯
の
；城
跡
に

.M
l

敵
す
る
宏
莊
な
る
石
造

.の
建
築
物
に
住
し
、或
卷
は

.1=̂

 

政
の

.
f
t機

を

握

り

、
又

或

黄

は

ま

，族

と

®

を
通

.じ
て
武
士
，化
せ
し
も
の
あ
シ
期
く
て
資
本
主
義 

②
鮮

.一

ゆ
®

じ
於
け
る
資
本
家
附
級
ル
多
く
は
商
業
界
，よ

K
y
退
き
て
絲
に
當
時
の
雜
濟
上

R
 

夢
力
な
る
：綴
化
を
生
す
る
に
至
ク

：
☆
 V

.

な
す
の
で
あ
る
。

勿
，論
、ピ

.レ
'
 

ン.
ヌ
.
は
.旣
に
十
三
®

紀 

.以
前
に

®

由
な
る
資
本
主
義
的
：發

達

の

，

I

時
期
あ
る
こ
ご
を
肯
ず
る
も
の
で
：只
だ
ぉ
資 

主
義
の
#
徵
は
集
合
的
磨
本
主
義
な
る

を

以
て

之
れ

を

動
せ
し
む
る
能
力
を
缺
•ぐ
場
合
に 

は
彼
：等
の
事
業
は
自
か
ら
衰
微
し
、沈
滞
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
彼
は
理
智
は
資
本
主
義
の 

某
礎
と
な
す
も
の
な
り
云
ウ
て
居
る
の
で
あ
る
。
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